
未来創造志塾 １９期第７回（２０２０．１１．９） 

チェックイン 

米大統領選挙から見える「世界観」―――共和党と民主党の違いとは？ 

「鬼滅の刃」大流行と「嵐フェス」の対比（パワーシフト＝情報の発信者） 

 

「地政学」から見るアメリカ・中国との関係、そして日本の未来のあり方 

・時間＝歴史学、空間＝地政学→→→視点の転換（パラダイムシフト） 

・ランドパワー（陸軍）とシーパワー（海軍）の戦略の違い 

・米の世界観「新世界 vs旧世界」「共和党 vs民主党」「モンロー主義」 

 人間はみな平等な権利を持っている（生命・自由・幸福追求）善悪二分論 

・中国と日本・台湾・東南アジアの関係とシーパワーの戦略 

・中国の対日本超限戦略（スパイ）、中国の対アジア戦略（鉄道・河川） 

システム思考 

 

概念の論理構造――― 一度、抽象化してから、自社ではどう具体的行動するか？ 

      目的・目標達成するのはなぜか？―――必要な優先順位をつける為に自己管理する。 

      ……高い価値観の判断軸で（相手本位・未来本位・内容本位・逆境本位） 

 

（１／６） 



統合の思想に基づく２１世紀の企業経営（１５４ｐ～） 

参考テキスト（出典）：企業再構築の仕掛け バリュー・マネジメント 竹内日祥 現代書林 2006年 6月 

能力：客観的合理性・・・・個人主義者・・・・分離思考＝客観的（分析）目標達成・・・能力・技術が必要 

思想：主体的責任性・・・・共同体主義・・・・統合思考＝主体的（洞察）目的達成・・・思想・哲学が必要 

人間の思考模式 

自我人格 自己人格 

仮面をつける自分 素顔、真顔の自分 

部分的、自己主張の思考 全体的、自他共存の思考 

客観的、合理的思考 主体的、関係的思考 

分離的自我 統合的自己 

 

「統合の思想」と企業経営の関係性（１５４ｐ） 

低い思想「分離思想」 高い思想「統合思想」 

自己と他者、敵と味方が明確に分かれてしまう 

お互いの権利の主張がエスカレート！ 

敵が味方に変わる！ 

悪を善に変える！ 醜い世界が美しい世界に！ 

「主観」と「客観」を分離 「主観」と「客観」を統合 

機械論的思想 有機体的思想 

 

参考資料＝複雑系の市場論（2期 8回未来創造志塾 2003年 12月） 

・「複雑なものには、いのちが宿る」⇒⇒創発性⇒⇒集団心理⇒⇒ディファクトスタンダート 

・「神の見えざる手」⇒⇒自己組織性、自己創造性 

・「商品生態系」パッケージ商品・トータルサービス・オールインワン商品・ワンストップ商品 

・目に見えない市場競争 

・自己組織化⇒⇒散逸構造理論（イリヤ・プリモジン） 

 「ひとたび起こったことが、ふたたび起こりやすくなる」ゲーム機、VHS、ウインドーズ 

情報共有から情報共鳴へ⇒⇒⇒創発性 

 

ネット革命の本質を見つめる 

 3つの革命 

① 情報バリアフリー革命 

② 草の根メディア革命 

③ ナレッジ共有革命 

 

 「顧客中心市場」が生まれてくる！ 

  ＡＩ「アフター・インターネット」…… ＢＩとは決定的に違う 

  ➠➠➠「ニューミドルマン」（新中間業者）が資本主義を進化させる。 

 

統合と融合には、本質的な違いがある（１５９ｐ） 

「統合」 

「融合」 

「総合」 

「統一」 

⇒⇒⇒この違いがわかるか？ 

 

（２／６） 



未来創造志塾 １９期第６回（２０２０．１０．１２） 

ビジネスに効く中国古典 「韓非子」性悪説の帝王学 

１７期４回 韓非子講義解説より 

法家思想「法」「術」「勢」→→→秦の統一 

 

賞罰規定としての「法」 

人は利害で動く。 

「うなぎは蛇に似ているし、蚕は芋虫にそっくりだ。・・・・・」（１１２ｐ） 

「聖人が政治の手段として使うものが三つある。１つは恩賞、二つ目は厳罰、三つ目は名誉だ。 

「民が名誉を激しく求めるさまは、恩賞を求めるよりも甚だしい。」 

 

人は利で動く（韓非子：備内編） 

 ⇒人間を動かしている動機は何か？ 

   名誉でもない、正義でもない、ただ一つ利益である！と韓非子は言う。 

 

忠誠を当てにするな（韓非子：外儲説編） 

 ⇒臣下が背かないことに期待をかけるな。背こうにも背けない態勢をつくれ。 

  そこで必要になるのが「術」である 

① ごまかしを許さない厳格な勤務評定 

② 賞罰の権限をみずから行使する 

 ⇒権力の要をしっかり握り、黙って睨みを利かせる 

 

君主は権限を手放すな！（君主は、二本の操縦桿によって臣下を統制する）１１４ｐ 

明主の導ってその臣を制する所のものは、二柄のみ（韓非子：二柄篇） 

 ⇒すぐれた明君は賞を与え、罰を科す権限を臣下に渡さない 

厳刑重罰は民の悪む所なり、而れども国の治まる所以なり 

百姓を哀懍し、刑罰を軽くするは、民の喜ぶ所なり、しかれども国の危うき所以なり。 

 ⇒刑罰は平等・透明・・・厳刑をためらうな！ 

   評価は公平・透明にする 

 

恩賞を与え、名誉をさずけてもその気にならない。逆に罰を加え、不名誉に落としても恐れない。 

このように四つの要素を加えても変わらない者は、これを除いてしまう。（１２１ｐ） 

→成果が上がる組織とは？ 

君主は、二本の操縦桿によって臣下を統制する １６０ｐ 

二本の操縦桿とは「刑」と「徳」のことだ。では、「刑」と「徳」とは何か。殺戮を刑といい、賞を徳という。 

部下というのは罰を恐れ賞を喜ぶのが常である。だからトップが罰と賞との二つの権限を握っていれば、ふ

るえあがらせたり、てなづけたりして、思いのままに操ることができる。（韓非子：二柄篇） 

 ⇒すぐれた明君は賞を与え、罰を科す権限を臣下に渡さない 

 事例 

 心理＝マズローの５段階の欲求 

 

（３／６） 
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